
 

 
 
 
 
 

 
 

好きなことを伸ばしたい（「世界陸上」より） 
           校  長      

 

残暑が厳しい日々が続きましたが、さすがに近頃は朝夕の涼しい風に秋の気配を感じるようにな

り、気づけば校庭の木々も少しずつ色づき始めています。これからの季節は学習面でも落ち着いて

取り組める時期であると同時に、社会科見学等校外での活動も多く予定されている時期です。一人

ひとりの満足のいく学校生活、楽しい学校生活に向け、学校全体でしっかりと支えてまいります。 

 

さて、東京で開催された世界陸上では、世界中のトップアスリートたちが、国の代表として力い

っぱい競い合う姿が大きな感動を呼びました。各国の代表選手たちそれぞれのエピソードに加え、

本番で全力を出し切り、自己ベストを更新する姿や、最後まであきらめない姿に多くの感動があり

ました。 

陸上について詳しいわけではありませんが、陸上競技の魅力のひとつに、「速く走る」「遠くに、

あるいは高くに跳ぶ」「遠くに投げる」など、どの競技種目も目標が明確であること、結果が数字で

表れるため、様々な比較や自分自身の成長を感じやすいことがあると思います。 

さらに、陸上競技にはみんなが参加しやすいというのも魅力だと思います。どんな体力レベルの

人でも、その人なりの強みや興味を活かして競技に取り組むことが可能です。つまり「陸上競技」

の中に、走るのが好きな人、跳ぶのが得意な人、投げるのに興味がある人、それぞれに適した競技

があり、その中で選択し、どんな競技もその人なりの全力で挑戦することができます。 

 

そうして学校教育を振り返ってみると、すべての教育課程を過ごす中で子どもたち一人ひとりに

は、当然のように、興味のあるもの、得意に感じるもの、逆に苦手なものがあるでしょう。例えば

算数といっても計算が好き、図形が好きなどあるでしょうし、理科でも生き物が好き、電気が好き、

宇宙が好き、いろいろでしょう。あるいは行事で出かけた先で何かにトキメクかもしれません。 

将来、好きな道に突き進むための基礎として義務教育中に満遍なく様々な境域

の勉強をしていくのですが、子どもたちにはぜひ「自分の好きなこと、得意な

こと」に気付いて、自分を知ってほしいですし、大切にして伸ばしてほしいと

思います。そして、我々もその子の適性を的確にとらえ、よさを認め、自信を

持たせる声掛けを大切にしたいと思います。 

そんなことも感じさせてくれる世界陸上東京大会でした。 
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子ども達の元気な姿を日々HPにアップしています。お時間があるときにご覧いただき、家族の話題

の一つとなっていただければと思います。また、児童と家庭、地域の皆さん、学校職員の笑顔があふれ

る市之倉小学校となることを願っています。 

今後ますます朝晩の冷え込みが感じられる時期です。体調管理には十分お気をつけください。 

 

 


